
課題解決に向けた取組

推進体制

福島県須賀川市 自動運転を活用した翠ヶ丘公園の
利便性、快適性の向上と賑わいの創出 自動運転

2023年度の
主な取組 ○関係機関協議：市、国等の行政機関、地域住民、開発事業者との間で情報共有や連携体制の構築を行う

起伏のある公園内における自動運転車両の運行
⇒利便性・回遊性を向上させ、中心市街地活性化につなげる
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「他団体検討中」

 翠ヶ丘公園内を走行する自動運転車両の実装
・Park-PFI事業で整備した飲食物販施設や温浴施設と、中心市街地に位置
する上北町駐車場付近への自動運転を実装
・自動運転の実装によって上北町駐車場の利用を促し、交通混雑の解消、公
園利用者の利便性や満足度の向上、中心市街地と翠ヶ丘公園の間の回遊
性の向上を目指す
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◯ 須賀川市の市街地中心に位置する翠ヶ丘公園にPark-PFI施設
（飲食物販施設、温浴施設）が整備されたが、隣接駐車場は混
雑し、他の駐車場からは距離と起伏があり、高齢者や障害者の
移動の円滑化、バリアフリー化が課題

◯ 翠ヶ丘公園のPark-PFI施設と中心市街地との回遊性、利便性
向上が課題

地域
課題

将来像
◯ 高齢者や障害者の移動に優しい都市公園の実現
◯ 快適性、利便性が高く、多様な世代が憩い・賑う都市公園の実
現

地域課題・目指す将来像
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